
　

一
昨
年
３
位
に
入
賞
し

た
石
井
桃
子
さ
ん
が
、
今

年
は
さ
ら
に
飛
躍
し
、
ネ

イ
ル
ア
ー
ト
部
門
で
堂
々

の
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
日
々
の
努
力
と
技
術

の
研
鑽
が
実
を
結
ん
だ
素

晴
ら
し
い
結
果
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ッ
ト
＆
ブ

ロ
ー
部
門
で
は
勝
山
美
香

さ
ん
が
見
事
入
賞
。
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
清
水
仁

　

令
和
７
年
１０
月
７
日
㈫
、
福
島
県
・
福
島
ト
ヨ
タ

ク
ラ
ウ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
「
第
５３
回
全
日
本
美
容
技

術
選
手
権
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
か
ら
精
鋭
の
美
容
師
た
ち
が
集
い
、
技
術
と
感
性

の
頂
点
を
競
い
合
っ
た
こ
の
大
会
で
、
大
阪
府
美
容

組
合
代
表
選
手
が
見
事
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

美
さ
ん
が
優
秀
賞
、
北
里

朋
子
さ
ん
も
入
賞
さ
れ
る

な
ど
、
多
く
の
大
阪
代
表

が
そ
の
実
力
を
発
揮
し
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
健
闘

に
心
か
ら
の
拍
手
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

◆
◆
◆

　

大
会
当
日
、
会
場
に
は

各
県
の
関
係
者
や
仲
間
た

ち
か
ら
熱
い
声
援
が
飛
び

交
い
、
全
国
大
会
な
ら
で

は
の
緊
張
感
と
高
揚
感
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
大
阪
代

表
選
手
５
名
も
、
そ
の
空

気
感
の
中
、
美
の
感
性
と

技
術
の
す
べ
て
を
出
し
切

り
ま
し
た
。
代
表
選
手
と

し
て
最
後
ま
で
堂
々
と
戦

い
抜
い
た
姿
に
、
観
客
席

の
私
達
の
応
援
も
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
長
い

月
日
を
か
け
て
今
日
に
挑

ま
れ
て
、
ど
の
作
品
も
引

け
を
取
ら
な
い
素
晴
ら
し

い
仕
上
が
り
で
し
た
。
感

動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。◆

◆
◆

　

こ
の
た
び
の
福
島
大
会

は
、
平
成
２３
年
に
開
催
予

定
で
あ
っ
た
第
３９
回
大
会

の
会
場
と
し
て
決
ま
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
に
よ
り
や

む
な
く
中
止
と
な
り
、
１４

年
の
歳
月
を
経
て
よ
う
や

く
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

完
全
な
復
興
に
は
な
お

道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、

明
る
い
笑
顔
で
大
会
を
運

営
さ
れ
た
福
島
県
美
容
組

合
の
皆
様
の
姿
に
、
私
た

ち
は
大
き
な
勇
気
と
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
の
方
か
ら
は

「
震
災
の
時
は
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
島
は
元
気
に
や
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と

温
か
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
、

全
国
の
仲
間
の
絆
と
美
容

業
界
の
力
を
改
め
て
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

支
え
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
こ

の
１４
年
の
思
い
が
、
今
日

の
大
会
の
成
功
へ
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら

の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。教

育
事
業
部
長　

澤
田 

洋
一

ネイルアート部門
準優勝

石井 桃子選手

カット＆ブロー部門
入賞　勝山 美香選手

作文コンテスト
優秀賞　清水仁美さん

中
振
袖
着
付
部
門
　
石
井 

礼
子
選
手

ヘアスタイル部門
清水 裕紀選手

ヘアスタイル部門
中谷 亮介選手

全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会 

福
島
大
会

第53回

大阪代表が堂々の成績
！

ネイルアート準優勝
カット＆ブロー入賞
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大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
は
８
月
２５
日
、
大
阪
・
関

西
万
博
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
着
物

と
ヘ
ア
ア
ー
ト
の
舞
台
「
時
を
ま
と
う
、
和
装
と
髪
で
綴
る
日

本
の
美　

ヘ
ア
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
」
を
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。
５５
年
前
、
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
で
も
「
生
活
に

美
を
取
り
入
れ
る
喜
び
」
を
広
く
発
信
し
て
き
た
当
組
合
は
、

半
世
紀
を
経
た
今
も
そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
伝
統
と
創
造
が

響
き
合
う
新
た
な
美
の
世
界
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
「
日
本
の
美
の

系
譜
」
で
は
、
奈
良
・
平

安
か
ら
戦
国
、
江
戸
、
明

治
・
大
正
、
そ
し
て
現

代
、
未
来
へ
と
時
代
を
超

え
て
装
い
の
変
遷
を
表
現
。

十
二
単
衣
や
花
嫁
衣
装
な

ど
、
各
時
代
を
象
徴
す
る

和
装
美
と
気
品
あ
ふ
れ
る

ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
、
ま
る

で
歴
史
絵
巻
の
よ
う
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
観
客
を
悠

久
の
時
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆

　

続
く
第
二
部
「
命
の
躍

動
×
現
代
か
ら
未
来
へ
」

で
は
、起
源
・
鼓
動
・
融
合
・

超
越
の
四
つ
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
現
代
的
な
感
性
と

未
来
を
感
じ
さ
せ
る
独
創

的
な
ヘ
ア
ス
テ
ー
ジ
を
展

開
。
大
阪
美
容
講
師
会
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
を
は
じ
め
、

奈
良
県
美
容
組
合
、
組
合

員
サ
ロ
ン
、
一
般
サ
ロ
ン

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
多
彩

な
出
演
者
が
創
り
出
す
華

や
か
な
演
出
は
、
万
博
に

ふ
さ
わ
し
い
迫
力
と
輝
き

を
放
ち
ま
し
た
。

◆
◆
◆

　

厚
生
労
働
省
と
大
阪
府

の
後
援
を
得
て
、
奈
良
県

美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
力
強
い
協
力
の
も
と

開
催
さ
れ
た
本
イ
ベ
ン
ト

は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
本

番
ま
で
延
べ
１
，
０
０
０

名
を
超
え
る
来
場
者
で
賑

わ
い
、
会
場
か
ら
は
「
日

本
の
美
と
技
を
再
発
見
し

た
」「
伝
統
と
未
来
が
一

体
と
な
る
素
晴
ら
し
い
舞

台
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
称

賛
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。◆◆

◆

　

開
催
に
あ
た
り
ご
協
賛

を
賜
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
、

ま
た
当
日
の
運
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
奈
良
県
美

容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

を
は
じ
め
関
係
各
位
に
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
阪
府
美
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
は
、
こ
れ
か
ら

も
伝
統
と
革
新
を
結
び
、

美
容
が
持
つ
力
を
未
来
へ

と
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

理
事
長　

北
里
哲
郎

大
阪
・
関
西
万
博
で

　「
時
を
ま
と
う
、
和
装
と
髪
で
綴
る
日
本
の
美
」

―
伝
統
と
未
来
が
響
き
合
う
、
美
の
祭
典
―

理
事
長　

北
里
哲
郎

全
日
本
美
容
講
師
会

会
長　

福
島
吉
範

大
阪
府
健
康
医
療
部

生
活
衛
生
室
環
境
衛
生
課

課
長　

上
澤
行
成

岡 

登
美
子

黒
川 

侑
子

辻 

勢
津
子

黍
野 

さ
つ
き

川
上 

恵
美
子

水
流 

こ
ず
え

中
西 

ま
き
子

水
口 

清
美

水
口 

清
美

芝原 ミサコ
和田 真佐美
近藤 充代
岩本 泰子

第 1 ステージ

芝原 ミサコ
和田 真佐美
近藤 充代
岩本 泰子

麻井 さゆり　小山 久恵
岩見 美和　瀧本 千夏

（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
作
成
者
名
）
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Origin

Fusion

Pulse

Ascend

第２ステージ

麹
谷 

貴
子

秋
山 

祥
子

赤
瀬 

ま
ち

佐
々
木 

秀
樹

岡 

批
路
子

梅
本 

雅
子

原 

和
子

舩
津 

三
津
子

大
阪
着
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

濵
田 

キ
ヌ
子

谷
井 

英
子
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２
０
２
５
年
９
月
９
日
㈫ 

第
１
１
０
回
ト
ッ

プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド
東
京
発
表
会
が
竹
芝

ニ
ュ
ー
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
日
本
美
容
講
師
会
、

福
島
吉
範
会
長
の
開
会
の

お
言
葉
を
皮
切
り
に
、
ヘ

ア
と
着
付
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
ス
テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト
。

ヘ
ア
創
作
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
ス
テ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
は

「
１ 

ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
（
ワ
ン
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ

ン
）」
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

が
照
ら
す
場
内
、
パ
リ
コ

レ
を
思
わ
せ
る
会
場
の
雰

囲
気
の
中
、
５
名
の
創
作

メ
ン
バ
ー
、
大
阪
か
ら
は

澤
田
洋
一
先
生
が
、
そ
の

シ
ザ
ー
ワ
ー
ク
、
技
術
を

ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
１４
名
の
先
生
方
が

そ
の
技
術
を
披
露
さ
れ
、

大
阪
か
ら
は
佐
々
木
秀
樹

先
生
が
ご
出
演
。

　

帯
結
び
ス
テ
ー
ジ
「
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
」「
櫻
花
」

で
は
６
名
の
創
作
メ
ン
バ

ー
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス
テ

ー
ジ
で
は
３３
名
の
着
付
最

高
師
範
の
先
生
方
が
ご
出

演
。

　

大
阪
か
ら
は
梅
本
雅
子

先
生
、
中
西
ま
き
子
先
生
、

水
流
こ
ず
え
先
生
が
ご
出

演
さ
れ
、
テ
ー
マ
で
あ
る

「
東
京
の
春
」
を
素
敵
に

彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ク
ル
ー
ズ
「
モ
デ
ル
ナ
」

に
乗
船
し
、
オ
レ
ン
ジ
の

夕
陽
に
染
ま
る
東
京
湾
を

眺
め
な
が
ら
、
２
時
間
の

素
敵
な
船
旅
を
満
喫
。

　

優
雅
で
幻
想
的
な
東
京

ス
テ
ー
ジ
の
締
め
く
く
り

と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
美
容
講
師
会　

梶
田
悠
介

　

令
和
７
年
７
月
７
日
㈪

「
七
夕
さ
ま
」
の
日
、
株

式
会
社
Ｈ
Ｓ
Ｃ
様
に
よ
る

講
習
会
が
美
容
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
３
日
㈪
に
開

催
さ
れ
た
「
キ
レ
イ
を
あ

き
ら
め
な
い
」
講
習
が
大

変
好
評
で
、
ア
ン
コ
ー
ル

希
望
者
が
多
く
再
度
の
講

習
会
開
催
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
「
強
髪
に

つ
い
て
」、
午
後
の
部
は

「
キ
レ
イ
を
あ
き
ら
め
な

い
」
と
、
２
部
に
分
か
れ

て
の
講
習
で
し
た
。

　

株
式
会
社
Ｈ
Ｓ
Ｃ
様
の

「
強
髪
」
に
つ
い
て
は
３

つ
の
強
み
が
あ
り
ま
す
。

①
科
学
的
根
拠
で
再
生
の

力
（
ヒ
ト
幹
細
胞
養
液

に
よ
る
細
胞
レ
ベ
ル
の

活
性
化
）

②
自
然
の
恵
み
は
土
台
の

力
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
ハ
ー
ブ
）

③
圧
倒
的
な
実
績
で
証
明

す
る
力
（
導
入
サ
ロ
ン

と
お
客
様
か
ら
の
喜
び

の
声
）

　

実
践
さ
れ
た
方
々
の
声

か
ら
導
入
サ
ロ
ン
へ
の
問

い
合
わ
せ
等
が
何
件
も
あ

り
、
横
の
つ
な
が
り
が
出

来
た
よ
う
で
す
。

　

午
後
か
ら
の
講
習
で
は
、

参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
エ

ス
テ
や
炭
酸
ガ
ス
パ
ッ
ク

を
経
験
さ
れ
、
技
術
的
な

指
導
も
受
け
な
が
ら
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
も
た
く
さ
ん

の
お
心
遣
い
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
大
変
好
評

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

理
事　

中
尾
清
子

照
り
つ
け
る
日
差
し
に
、

爽
や
か
な
海
風
が
吹
き
抜
け
る
街
。

東
京
都
港
区
。

      The110th Top Masters Mode Tokyo

ＨＳＣ講習会開催
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令
和
７
年
９
月
２９
日
㈪
、
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ

大
阪
に
て
「
第
１
１
０
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ

モ
ー
ド
大
阪
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
８
月
２５
日

㈪
大
阪
・
関
西
万
博
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
ス
テ
ー
ジ
映

像
が
上
映
さ
れ
、
続
い
て

６
月
１６
日
㈪
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
で
の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ

パ
ー
テ
ィ
ー
再
現
ス
テ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、

華
や
か
な
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
は
、
初

の
試
み
と
な
る
『
体
験
す

る
Ｔ
Ｍ
モ
ー
ド
』。
見
る

だ
け
で
な
く
、
学
び
、
そ

し
て
実
際
に
体
験
で
き

る
“
参
加
型
”
の
新
し
い

ス
タ
イ
ル
で
す
。
ヘ
ア
ー

部
門
の
テ
ー
マ
は
「
１ 

ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」。

日
本
人
特
有
の
平
坦
な
骨

格
を
美
し
く
見
せ
る
た
め

の
カ
ッ
ト
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

紹
介
さ
れ
、
澤
田
洋
一

講
師
が
２
名
の
モ
デ
ル
を

カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
リ
ン
グ
、

佐
々
木
秀
樹
講
師
が
１
名

を
ス
タ
イ
リ
ン
グ
し
ま
し

た
。

　

帯
結
び
部
門
の
テ
ー
マ

は
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
融

合
）」
と
「
櫻
花
（
さ
く

ら
ば
な
）」。
東
京
の
春
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
メ
ビ
ウ
ス

の
輪
や
無
限
大
を
取
り
入

れ
た
立
矢
風
の
『
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
』、
桜
の
花
び
ら

を
思
わ
せ
る
可
憐
な
『
櫻

花
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

梅
本
雅
子
講
師
が
１
名
・

中
西
ま
き
子
講
師
が
２
名
、

水
流
こ
ず
え
講
師
が
１
名

を
担
当
し
、
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
ヘ
ア
ー
と
帯

結
び
に
分
か
れ
て
の
伝
達

講
習
会
を
実
施
。
講
師
陣

が
丁
寧
に
解
説
し
、
受
講

者
は
実
際
に
モ
デ
ル
や
帯

を
使
っ
て
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
感
動

が
そ
の
ま
ま
学
び
へ
と
つ

な
が
る
一
体
型
の
発
表
会

は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
様
、
運
営
に

携
わ
っ
た
組
合
関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

大
阪
美
容
講
師
会　
　

舩
津
三
津
子

ス
テ
ー
ジ
の
感
動
が

そ
の
ま
ま
学
び
へ
と
繋
が
る
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今
回
、
万
博
の
ヘ
ア
シ
ョ
ー
に
参

加
さ
れ
た
率
直
な
感
想
は
い
か
が
で

し
た
か
？

牧
村　

本
当
に
素
晴
ら
し
い
経
験
で

し
た
。
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
告
知
効
果
も

実
感
で
き
ま
し
た
。
大
阪
で
の
万
博

は
５５
年
ぶ
り
と
い
う
特
別
な
舞
台
で
、

自
店
が
参
加
で
き
た
こ
と
は
非
常
に

貴
重
で
す
。
お
客
様
に
と
っ
て
も
自

慢
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な

り
、
当
店
や
私
自
身
の
見
ら
れ
方
が

変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

準
備
段
階
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
？

　

今
回
は
去
る
８
月
２５
日
㈪
、
大
阪
・
関
西
万

博
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
着
物
と
ヘ
ア
ア
ー
ト

の
舞
台
「
時
を
ま
と
う
、
和
装
と
髪
で
綴
る
日

本
の
美　

ヘ
ア
＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
」
に

参
加
さ
れ
た
「
ロ
ッ
ク
ワ
ー
ク
オ
レ
ン
ジ
」
の

牧
村
元
司
オ
ー
ナ
ー
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手　

文
田
秀
樹
）

牧
村　

リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
ス
テ
ー
ジ

や
照
明
が
分
か
ら
ず
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー

を
ど
こ
ま
で
調
整
す
べ
き
か
判
断
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
モ
デ
ル
の
制
約

や
情
報
変
更
も
多
く
、
実
質
２０
日
ほ

ど
の
準
備
期
間
は
本
当
に
タ
イ
ト
で

し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

ど
ん
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
か
？

牧
村　

万
博
を
知
ら
な
い
世
代
の
ス

タ
ッ
フ
も
、
来
場
者
数
や
注
目
度
を

通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
の
大
き
さ
を
実
感

し
た
と
思
い
ま
す
。
世
界
的
な
舞
台

に
関
わ
っ
た
こ
と
は
き
っ
と
誇
り
に

な
り
ま
す
し
、
私
が
準
備
か
ら
本
番

ま
で
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
間
近

で
見
せ
ら
れ
た
の
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
応
援
に
来
た
ス
タ
ッ
フ
も
、

衣
装
や
演
出
を
通
じ
て
そ
の
価
値
を

体
感
で
き
た
は
ず
で
す
。

　

今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
？

牧
村　

以
前
か
ら
「
挑
戦
す
る
姿
を

見
せ
る
」
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
て
、

今
回
も
声
が
か
か
っ
た
瞬
間
に
迷
わ

ず
即
答
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ス
は
そ

う
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
場
で
つ
か

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
成
功
で
も
失

敗
で
も
、
万
博
で
の
経
験
は
会
社
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
る
も
の
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

産
学
連
携
の
会
社
説
明
会
に
つ
い

て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

牧
村　

今
回
で
３
回
目
の
参
加
で
す

が
、
年
々
良
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
就
職
活
動
を
終
え
て
い
る
学

生
も
多
い
中
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
真
剣

に
打
ち
込
む
学
生
と
直
接
話
せ
る
の

は
貴
重
で
す
。
昨
年
は
１
名
、
今
年

も
優
秀
な
学
生
が
内
定
に
繋
が
り
、

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
開
催

時
期
や
学
生
誘
導
に
は
改
善
点
も
あ

り
ま
す
が
、
先
生
方
や
組
合
の
協
力

が
あ
れ
ば
さ
ら
に
良
い
形
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
り
良
い
開
催

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
取
材
を
終
え
て
◆

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
牧
村
オ
ー

ナ
ー
は
非
常
に
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
持
ち
、
自
身
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
経
験
を
熱
意
と
論
理
の
両
面
か

ら
語
ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

常
に
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
を
大
切
に
し
、

自
ら
挑
戦
す
る
姿
を
示
す
こ
と
で

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
万

博
と
い
う
大
舞
台
で
の
挑
戦
は
、
サ

ロ
ン
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
る

と
同
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

の
誇
り
や
成
長
に
つ
な
が
る
経
験
と

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
、
と
て
も
熱
意
あ
る
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
で
し
た
。

理
事　

文
田
秀
樹

牧
村
氏
に
よ
る
ス
タ
イ
リ
ン
グ

（
大
阪
・
関
西
万
博
ス
テ
ー
ジ
）

挑戦する姿を見せる
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９
月
１
日
㈪
、
大
阪
府
美
容
会
館
に
て
松
田
隼
人
氏

を
お
迎
え
し
、
カ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
＆
ラ
ン
チ
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。松
田
氏
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
４
・

８
万
人
も
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
抱
え
る
、
今
注
目
の
人
気

講
師
で
す
。
当
日
は
２０
代
を
中
心
と
し
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー

の
方
々
も
多
く
来
場
し
、
会
場
は
熱
心
に
学
ぼ
う
と
す

る
姿
勢
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
後
の
ラ
ン
チ
懇
親
会
で
は
、
松
田

先
生
と
直
接
交
流
す
る
貴
重
な
機
会
が
設
け
ら
れ
、
受

講
者
た
ち
は
先
生
の
美
容
観
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
発
信
へ
の
想
い
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
内
容
で
す
！

１
セ
ミ
ナ
ー
・
カ
ッ

ト
技
術
に
つ
い
て

　

僕
が
「
リ
ア
ル
サ
ロ
ン

ワ
ー
ク
、
売
り
上
げ
直
結

型
セ
ミ
ナ
ー
」
で
一
番
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、“
明

日
か
ら
お
客
様
に
使
え
る

か
ど
う
か
”
で
す
。
学
ん

だ
こ
と
が
サ
ロ
ン
に
持
ち

帰
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
現
場
で

再
現
で
き
る
技
術
と
考
え

方
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
と
ロ
ン
グ
、

２
ス
タ
イ
ル
を
見
せ
る
時

は
「
お
客
様
に
ど
う
伝
わ

る
か
」
を
常
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
シ
ョ
ー
ト
で
は

骨
格
や
シ
ル
エ
ッ
ト
の
見

せ
方
に
、
ロ
ン
グ
で
は
質

感
や
動
き
に
特
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
両
方
を

見
せ
る
こ
と
で
、
幅
広
い

お
客
様
に
対
応
で
き
る

“
引
き
出
し
の
多
さ
”
を

実
感
し
て
も
ら
い
た
い
ん

で
す
。

２
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
歴

１３
年
の
経
験

　

１３
年
間
の
サ
ロ
ン
ワ
ー

ク
の
中
で
、
自
分
の
軸
に

な
っ
て
い
る
の
は
「
基
本

に
立
ち
返
る
こ
と
」。
流

行
や
技
術
が
変
わ
っ
て
も
、

結
局
ベ
ー
シ
ッ
ク
が
土
台

に
あ
る
。
そ
の
土
台
を
崩

さ
ず
に
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
、
自
分
の
ス
タ
イ

ル
を
つ
く
る
と
学
び
ま
し

た
。

　

お
客
様
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
印
象
的
な
の
は
、「
技

術
だ
け
で
人
は
動
か
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
仕
上

が
り
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
“
ど

う
接
し
た
か
”“
ど
う
聞

い
た
か
”
で
お
客
様
の
心

は
動
く
。
髪
を
切
る
時
間

は
、
お
客
様
に
と
っ
て
は

“
心
を
整
え
る
時
間
”
で

も
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
現

場
で
何
度
も
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

３
全
国
講
習
を
始
め

た
き
っ
か
け

　

全
国
で
講
習
を
始
め
た

の
は
５
年
前
。
き
っ
か
け

は
、
当
時
「
自
分
の
中
に

溜
め
て
き
た
経
験
や
考
え

を
外
に
出
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
強
く
感
じ
た

こ
と
で
す
。
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
の
は
、
同
業
の

仲
間
や
カ
ッ
ト
を
教
え
て

頂
い
た
師
匠
。「
マ
ツ
ダ

が
や
ら
な
誰
が
や
る
ね

ん
」
と
言
わ
れ
た
時
に
、

腹
を
く
く
り
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
挑
戦
が
始
ま
り
ま

し
た
。

４
年
間
１
０
０
回
以

上
の
講
習
か
ら
得

た
も
の

　

全
国
で
年
間
１
０
０
回

以
上
講
習
を
し
て
気
づ
い

た
の
は
、
地
域
に
よ
っ
て

個
性
は
あ
る
け
れ
ど
“
課

題
は
共
通
し
て
い
る
”
と

い
う
こ
と
で
す
。
特
に

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
を
軽
視
し

が
ち
」
と
い
う
の
は
全
国

ど
こ
で
も
同
じ
。
流
行
に

振
り
回
さ
れ
ず
、
基
本
に

立
ち
返
れ
る
か
ど
う
か
が

成
長
の
分
か
れ
道
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
、
地
方
の
小

さ
な
サ
ロ
ン
で
出
会
っ
た

受
講
生
か
ら
「
今
日
の
学

び
で
、
自
分
の
地
元
で
も

戦
え
る
気
が
し
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
。
あ
の

瞬
間
に
、
僕
が
や
っ
て
い

る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

５“
浪
速
の
ベ
ー
シ
ッ

ク
野
郎
”
と
し
て

　

こ
の
愛
称
は
、
仲
間
た

ち
が
僕
の
ス
タ
イ
ル
を
見

て
自
然
と
呼
び
始
め
た
も

の
で
す
。
奇
を
て
ら
う
わ

け
で
も
な
く
、
ず
っ
と

ベ
ー
シ
ッ
ク
を
突
き
詰
め

て
い
る
姿
勢
を
面
白
が
ら

れ
て
つ
い
た
あ
だ
名
。
で

も
、
僕
自
身
は
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
派
手
さ

の
裏
で
忘
れ
ら
れ
が
ち
な

ベ
ー
シ
ッ
ク
に
光
を
当
て

続
け
る
。
そ
れ
が
自
分
の

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
食
事
会
も
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い

の
は
、“
学
び
続
け
る
美

容
師
の
文
化
”
を
も
っ
と

広
げ
る
こ
と
。
僕
が
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ひ
と

つ
。「
ベ
ー
シ
ッ
ク
は
古

く
な
ら
な
い
」。
そ
れ
を

証
明
し
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
語
る
松
田

先
生
で
し
た
。

教
育
事
業
部
長　

澤
田
洋
一

　

１０
月
６
日
㈪
、
福
島
エ
ル
テ
ィ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
に

て
前
夜
祭
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の

理
事
長
や
コ
ン
ク
ー
ル
関
係
者
、
福
島
県
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
、
会
場
は
終
始
あ
た
た
か
な
笑
顔
と

交
流
の
輪
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
福
島
県

産
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ

た
料
理
と
美
味
し
い
お
酒

が
並
び
、
参
加
者
か
ら
は

「
贅
沢
な
ひ
と
と
き
だ
っ

た
」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
白
虎
隊
に
よ
る
演
舞

も
披
露
さ
れ
、
そ
の
迫
力

と
誇
り
高
い
姿
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
回
開
催
地
・

鹿
児
島
県
の
ア
ピ
ー
ル
タ

イ
ム
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
交
流
と
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
・
温
泉
・
食
・
文

化
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
福
島

の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、

主
催
県
へ
の
感
謝
と
と
も

に
心
に
残
る
夜
と
な
り
ま

し
た
。

教
育
事
業
部
長　

澤
田
洋
一

　

令
和
７
年
１０
月
７
日
㈫
、
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た

「
第
５３
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
」
に
合
わ

せ
、
１０
月
６
日
・
７
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
観

戦
応
援
を
兼
ね
た
親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
道

中
は
参
加
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
出
場
選

手
へ
の
応
援
に
胸
を
躍
ら
せ
出
発
し
ま
し
た
。

　

新
幹
線
を
乗
り
継
ぎ
郡

山
駅
に
到
着
す
る
と
、
駅

前
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
「
ど
こ
で
も
ド
ア
」
の

オ
ブ
ジ
ェ
。
ま
る
で
福
島

へ
瞬
間
移
動
し
た
よ
う
な

不
思
議
な
演
出
に
心
が
和

み
ま
し
た
。
郡
山
の
街
を

少
し
散
策
し
、
地
元
で
長

年
愛
さ
れ
る
老
舗
で
昼
食

を
い
た
だ
い
た
後
、
観
光

目
的
地
で
あ
る
磐
梯
熱
海

へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

温
泉
地
と
し
て
名
高
い

磐
梯
熱
海
で
は
、「
華
の

湯
」
に
て
庭
園
露
天
風
呂

や
展
望
風
呂
な
ど
を
満
喫
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
空
間
で

心
身
と
も
に
癒
さ
れ
、
旅

の
醍
醐
味
を
味
わ
い
ま
し

た
。
送
迎
な
ど
も
丁
寧
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
に
感

謝
の
思
い
で
す
。
ち
な
み

に
「
磐
梯
熱
海
」
の
名
は
、

源
頼
朝
の
家
臣
・
伊
東
祐

長
が
故
郷
の
伊
豆
の
熱
海

を
偲
ん
で
名
付
け
た
こ
と

に
由
来
し
、
萩
姫
伝
説
な

ど
多
く
の
逸
話
が
残
る
歴

史
あ
る
温
泉
地
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
由
来
に

触
れ
る
こ
と
も
旅
の
楽
し

み
の
一
つ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
宿
泊
地
の
福

島
市
へ
移
動
し
、
夕
刻
に

は
宴
席
を
設
け
て
１
日
の

思
い
出
を
語
ら
い
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
日
は
大
会
会
場
で
あ

る
福
島
ト
ヨ
タ
ク
ラ
ウ
ン

ア
リ
ー
ナ
に
て
、
大
阪
代

表
選
手
の
応
援
に
全
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
真
剣
に
競

技
へ
臨
む
選
手
た
ち
の
姿

に
大
い
に
感
動
し
、
美
容

の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

帰
路
の
新
幹
線
で
は
、

旅
の
余
韻
と
と
も
に
福
島

の
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ

た
２
日
間
を
振
り
返
り
、

心
満
た
さ
れ
な
が
ら
大
阪

へ
と
戻
り
ま
し
た
。

福
利
厚
生
共
済
事
業
部
長

萩
平
浩
一

松
田
隼
人
氏

カットセミナー＆ランチ懇親会
by Hayato Matsuda

福島県全国大会
応援観戦＆親睦旅行

福島県全国大会前夜祭
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～新規加入サロンのご紹介～
令和 7 年 6 月 1 日～令和 7 年 9 月 30 日

支部 オ ー ナ ー サロン名
北 向    和 成 Neli

浪速 古 荘  文 彦 E　なんば OCAT 店
堺 平 野    満 ヘアーズギャラリー堺店

泉佐野 岸 上  侑 生 ｕｍｅ
寝屋川 西 原  昌 典 ma cherie
本部 吉 田  佳 代 Amica

トライアル 阿 部 妃 沙 子 Cut Salon Yusho
トライアル 石 川 真 裕 美 Eternal Eye
トライアル 宮 本    樹 Grande you
トライアル 毛 利  太 嘉 Maison ／ Maison for men shinsaibashi

New Member

総合福祉共済支払実績
令和 7 年 6 月 1 日～ 9 月 30 日

死 亡 保 険 金 0 0
災害死亡保険金 0 0
障 害 給 付 金 0 0
入 院 給 付 金 0 0
共 済 金  合 計 0 0

結 婚 0 0
第 一 子 誕 生 0 0
子 供 誕 生 0 0
人 間 ド ッ ク 8 73,210
入 院 8 190,000
銀 婚 0 0
金 婚 3 150,000
還 暦 3 30,000
古 希 0 0
長 寿 3 300,000
配 偶 者 死 亡 1 30,000
特別給付金 合計 26 773,210

合 計 26 773,210

総合福祉共済制度特別給付金
ご請求もれはございませんか？

　総合福祉共済制度加入日より1年後から結婚やご
入院等の事由が生じたときにご請求頂けます。
　請求権は事由が生じた日から 1年間です。
　制度に関するお問い合わせや、パンフレット
の送付を希望の場合は、組合事務局までご連絡
下さい。

理 事 会 報 告

＜1.協議事項＞
第１号議案　推薦商社（ペイペイ様）について承認

を求める件
第２号議案　税務セミナー開催について承認を求め

る件
第３号議案　年末年始休日ポスターデザイン案につ

いて承認を求める件
第４号議案　お正月ポスターデザイン案について承

認を求める件
第５号議案　全国大会観戦ツアープランについて承

認を求める件
第６号議案　組合加入者増強キャンペーンについて
第７号議案　新年会の予算書について承認を求める

件
第８号議案　TM大阪発表会について
＜2.報告事項＞
2 -1　組合員訃報報告
2 -2　組合加入促進キャンペーン実績報告について

大
垣 

優
子
様

Ｒ
７
年
７
月
２３
日
逝
去

ア
オ
イ
美
容
室

布
施
支
部

山
本 

巧
様

Ｒ
７
年
８
月
１８
日
逝
去

タ
ク
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

岸
和
田
支
部

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

大
阪
府
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

令
和
８
年 

新
年
会
の
ご
案
内

■訃 報■

 

●
日
時　

令
和
８
年
１
月
２６
日
㈪

　
　
　
　
　

※
お
昼
頃
を
予
定

●
会
場　

ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
大
阪

令和７年度 第３回理事会
開催日　令和７年９月１日㈪

お友達のサロンで
組合未加入サロン
がございましたらご
紹介ください。詳し
くは組合事務局まで
お問合せください。
組合事務局　
TEL:06-6245-2612
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